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そよかぜの丘 事故防止対策委員会 活動内容

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

取
組
み
報
告

〇入浴演習について

2021年3月22日（月）10：00～12：00 サンフィールドそよかぜ ２Ｆ浴槽
タイムキーパー、支援者、入居者の役割に分かれ、実際の入浴支援に沿ってロールプレイを実施した。

次回は2021年9月に下記の課題を纏め演習を通して可視化していく。

勉強会と実践の様子

は
じ
め
に

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

基
本
体
制
は
、
午
後
三

時
半
か
ら
の
一
人
勤
務

と
な
り
ま
す
。

何
か
起
こ
っ
た
時
に

は
職
員
一
人
で
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
故
の
発
生
す
る
ポ

イ
ン
ト
を
把
握
し
、
緊

急
時
の
対
応
が
で
き
る

る
よ
う
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
支
援
が
必
要

な
ホ
ー
ム
に
は
時
間
帯

に
よ
り
巡
回
職
員
を
配

置
し
、
複
数
体
制
に
し

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
防
止
対
策
も

平
行
し
て
、
行
っ
て
い

ま
す
。

以
下
、
こ
の
間
の
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

＜男性職員1名体制の場合＞

○発見から入居者引き上げまでの時間３１秒 ○引き上げから救急要請を終えるまでの時間２５秒
○発見から胸骨圧迫開始まで１分１０秒 ○１分間の胸骨圧迫回数 ・・・・・・・９５回

・一人で救出と連絡を行うのは非常に難しいと感じた。場合により他の入居者さんに協力してもらう事も検
討したほうが良いと感じた。（救急へのダイヤル、AEDを持ってきてもらう、近隣住民への応援連絡等）
・意識の無い入居者役をそのままにして救急要請をする事に大きな不安を感じた。

＜女性職員2名体制の場合＞

〇支援者Aから支援者Bへの周知時間１分１５秒 ○AED到着と１１９まで ２分３０秒
○発見から胸骨圧迫開始まで３分２４秒 ○１分間の胸骨圧迫回数８１回（２人で）

・実際に顔が水に浸かっている入居者役を見て慌ててしまい、なかば強引に引き上げ支援者を呼びに
行ったが、引き上げ後すぐに胸骨圧迫を行うべきだったかもしれなかった。
・二名以上いるときは誰が何をするのかを素早く判断して協力することが大事だと感じた。



〇コロナウイルス対策について

〇各館の状況把握・巡回について

引継ぎと服薬ダブルチェックの様子

グループホーム支援課
落合 圭大

主任・サービス管理責任者

お
わ
り
に

体調管理シートの活用等

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
仕
事
や
通
所
先

に
行
か
れ
ず
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で

過
ご
す
方
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
は
序
章

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
今
後
の
高
齢
化
社

会
を
見
据
え
る
と
、
常
勤
職
員
は
夜

間
勤
務
で
は
な
く
、
日
中
支
援
が
求

め
ら
れ
、
勤
務
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
入
居
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
と

働
き
手
の
不
安
や
孤
独
を
軽
減
す
る

為
、
一
部
で
す
が
、
ホ
ー
ム
巡
回
を

始
め
ま
し
た
。

支
援
・
運
営
・
制
度
の
三
つ
の
バ

ラ
ン
ス
が
大
切
で
す
。
職
員
の
協
力

の
元
、
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

※

写
真
撮
影
の
為
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
い

ま
す
。

社会福祉法人 そよかぜの丘
事故防止対策委員会 広報係

◎体調管理シートを作成⇒
①勤務に入る前
②夜（入居者が就寝後）
③朝起床時
計3回検温し体調管理に

努めている。

◎コロナ禍で仕事に行けず、
ご自宅に帰れない方は日中
の過ごしの場として提供し
ている。

↑ 口腔ケアの様子

食事場面や服薬状況の確認などを他職員と行い、ミスを未然に防ぐ体制づくりを行っ
ている。
また常勤職員を日中職員として配置したことによりコロナで利用者の通所時間に影響

が出た場合でも柔軟に対応することができた。


